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しからざるものを用ひる必要が友い．併し斯くの如き所謂 Zwischensti.ickeを用ひて接合七た

ものは高債である・向テレツクスやパイレツクスは温度礎化に封しては強いが化事的には必し

も強くは在い．

§ 3 硝子細工

文献（3), (4）参照

§ 4 硝子管，活栓等

文献（5）参照

女

1) Espe W. u. Knoll, M., F佐川stoff,如 nde der 

IIockvakutttJttechnz万（1936).

2) Angerer E. v., Tahni'sche Kunstgriffe bei pかふ
おlischenUntersuchungen (1936), 

3）杉江重蔵， ガラス（共立世）．

戯

杉江重蔵， ガラスの化事（共立枇）．

カ守ラス細工（共立世）．

4）丸山勉， 硝子細工法．

5）須賀太郎， 高員空工事（電子工事講座，共立世
(1937)). 

第三章金属材料

§ 6 金属線反び金属板

文献 (1)' (2）を見よ

§ 6 鍍金法

A) 陰極壊散に依る電気鍍金．

低塵気鰻中に放電を行ひ陰極金属を壊散して共金属の薄膜を絶縁物上に治る方法である．第

一闘は放電用高座直流電源、を得る配線の一例を示したもので， A.C. 110 voltを費慶器 T tc • 

tヨl
第一固

第 圃

依って高慶にし，之をケノトロン整流球 K tc掛ける. K のフヰラメントは， 120amp. hour 
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たる大容量の 2V蓄電池9個に依って安定に加熱せられる． 波形を平らにする震に紙蓄電器

Cを閣の如く挿入する．放電電流及び電慶は M.A.及静電電位計 s.v.tc依って讃み取る．放
電管の一例として， 第二園の如きものがある.Kは陰極で， Aはアルミニウム陽極であって

此上に硝、子の蓋 Cを置き，更に共上K絶縁物 Bを戴せて，共上商に金属薄膜を浩らしめる．

用びられる絶縁物としては始、子，石英，雲母，共他紙布等がある.K及 A の導線部分は碕、子

管で完全に被覆して置いて此部分に放電が起ら友い様にし左ければ友らぬ.Bは特に清揮にす

る要がある．放電系内に有機物蒸気及水銀等の存在を避ける鏡花筒態炭酸或は液態空気でトラ

ップ T を冷却し叉摺合せ部分 G を脆気した峰臓で sealする．気韓は普通は水素で・あるが，

目的に依って空気で差支へ泣い． アルゴン左ら申分注し． 但し鰭媒を浩るとき左左例へば Pt

では酸素中の方がよい時もある・気墜は 1～＿＿！＿＿ mmHg程度である・ 陰極：壊散の特性を述
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ぺれば，鍍金建度は 500Volt以上では，電慶に比例して， 叉電流に凡そ比例し叉陰極と絶縁

物との距離に逆比例する．叉此方法に依って薄膜を治りやすい金属は慨して黄金属類であって

Au, Pt, Cu，等はしやすく， Niもか友り出来やすいが， Fe,Cr, Alはしにくい．特に Alは

殆んEし左いといってよい．文献 2),3), 4), 5）参照

B) 還元に依る化事的鍍金法一一銀鏡．

通嘗友還元脅~tc依って，金属盤溶液を還元して，柏、子等に金属の鏡を治る方法である．此庭

には銀の揚合のみを述べる．

溶液の調製

還元液 鍍鋲液

氷砂糠

* 
100 gr A｛ま性加里 5 gr 

100 gr 
100 gr 

濃 HN03

C2Hs0I-I 

5 cc 
B { ~gN03 10 gr 

200 cc 100 gr 

還元液は経験i亡依れば，古き程よく，少〈共一週間後にあらざれば使用し得宇．
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鍍銀液を治るには Bの ーに darkbrownの沈澱が丁度溶解する迄アムモェアを滴々加へ，
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そたに Aを加へる． 此時j夜は殆んど暗黒色と成るが，更に前同様沈澱が丁度溶解する迄アムモ
1 

ニアを加へ最後に Bの残りのーを加へる．盛光を帯びる暗黒色沈澱が生じるから，之を議
6 

紙にて櫨し取れば， lightbrown或は strawyellowと成り之にて鍍銀液が得られる．

鍍銀操作は目的物を極めて清浮にし，鍍銀液に入れる（魔法瓶の時は之に鍍銀液を入れ

る）．而して鍍銀液4tc封して 1の割合の還元液を加へ，直ちによく振寵する．約三分間にして

鍍銀は終了する・7.K洗後向水中に一日位漬けて置く．冬季に於いては，鍍銀液還元液共30～40°c

位に暖める方がよい．叉鍍銀せる一部を取らうとして硝酸を用ひる時は，硝、酸が蒸気と成って

作用して全部を取る心配がある．強いてやる必要のある時は技巧を要する．
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